
 プラスチック被膜殻を排出しない緩効性混合堆肥複合肥料の特性 

［要約］ 

「コシヒカリ」栽培において、プラスチック被膜殻を含まない緩効性混合堆 肥複合肥料

は、全量基肥肥料より初期の窒素溶出が多く、穂肥に相当する時期の窒素溶出が少な

いが、全量基肥肥料と概ね同等の精玄米重が得られる。 
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１．背景・ねらい 

  緩効性肥料の被膜殻にはプラスチックが含まれており、海洋汚染の原因となり得るこ

とから、肥料関係団体では、令和 12 年に被覆肥料に頼らない農業を実現することを目

指している。混合堆肥複合肥料にウレアホルムを組み合わせた緩効性混合堆肥複合肥料

（以下、緩効性混堆）は、プラスチックの被膜殻を含んでおらず、被覆肥料の代替技術

として期待されていることから、本県における中生品種への緩効性混堆の適応性を明ら

かにする。 

 

２．成果の内容・特徴  

１）緩効性混堆は、埋設 15 日後で施肥窒素の約 75％の窒素が溶出し、全量基肥肥料（以 

下、全量基肥）に比べて生育初期の窒素溶出が多く、穂肥に相当する時期の窒素溶出

が少ない（図１）。 

 

 ２）緩効性混堆の施用により、「コシヒカリ」は移植後 70 日頃まで全量基肥と同様の葉

色を示す。一方、出穂期以降は全量基肥よりも葉色が薄くなり、登熟期の肥効が小さ

いことが示唆される（図２）。 

 

 ３）緩効性混堆施用の「コシヒカリ」は、対照の全量基肥と比較し、概ね同等の精玄米

重を示す。千粒重及び玄米粗タンパク質含有量、整粒歩合はやや低下する。成熟期窒

素吸収量は、総じてやや少ない傾向である（表１）。 

 

 ４）緩効性混堆施用の「にじのきらめき」は、対照の全量基肥と比較し、精玄米重及び

成熟期窒素吸収量が 1 割以上少なくなる。緩効性混堆は、「コシヒカリ」よりも登熟日

数の長い品種には適さない可能性がある（表２）。 

 

３．成果の活用面・留意点 

  １）緩効性混堆（新マトリックス有機 356）（N:P2O5:K2O＝13：5：6（％））（A 社製）、「コ

シヒカリ」の対照肥料として全量基肥（コシ一発かんた君）（N:P2O5:K2O＝15：15：15

（％））（J 社製）、「にじのきらめき」の対照肥料として全量基肥（ゆめひたち専用一

発）（N:P2O5:K2O＝18：20：10（％））（K 社製）を供試し、全面全層施肥により得られ

た結果である。 



４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

   環境負荷低減を目指した水稲施肥技術の確立・令和４年度～令和５年度・環境・土壌

研究室 

表１ 緩効性混堆を用いた「コシヒカリ」の収量及び品質（R4～R5） 

図２ 「コシヒカリ」の葉色の推移（R4～R5） 

※所内、水戸市、桜川市で得られたデータの平均値  

図１ 緩効性混堆の窒素溶出率（R5） 

※緩効性混堆の窒素溶出率の測定は、圃場埋設法に  

より実施  

※全量基肥（コシヒカリ用）の溶出パターンは、地温  

からのシミュレーション値  

１）対の t 検定、 *：５％水準で有意、**：１％水準で有意  

※施肥窒素量は、6.4kg/10a（所内）、 5.0kg/10a（水戸市）、 6.2kg/10a（桜川市）  

※施肥日は、農研所内：5/6（ R4）、 5/1（ R5）、水戸市田谷町： 4/28（ R4）、 4/28（ R5）、桜川市高久：4/13（ R4）、  

4/20（ R5）、全て全面全層施肥により実施  

※移植日は、農研所内：5/13（ R4）、 5/12（ R5）、水戸市田谷町：5/9（ R4）、 5/8（ R5）、桜川市高久：4/28（ R4）、  

5/10（ R5）  

表２ 緩効性混堆を用いた「にじのきらめき」の収量及び品質（R4～R5） 

※施肥窒素量は、9.9kg/10a（ R4）、 8.4kg/10a（ R5）  

※施肥日は、4/13（ R4）、 4/14（ R5）  

※移植日は、4/29（ R4）、 4/29（ R5）、全て全面全層施肥により実施  
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